














位項目は，４件法で調査された。各項目は４つの下位項目 × ４件法 =16点であった。アンケートは１回目
の開始前（研修前），１回目の終了後（１回後），２回目の終了後（２回後）の３回実施された。各項目別に
調査回を要因とした参加者内一元配置分散分析の結果，全ての項目で研修回の効果が有意であった。Holm























































能力」（下位項目４），「B 授業中に ICT を活用して指
導する能力」（下位項目４），「C 生徒の ICT 活用を指
導する能力」（下位項目４），「D 情報モラルなどを指












































































































































































































A 準備での活 B ICTを活 した指導 C ICT活 法の指導 D 発達障害教育での活
得
点
研修前 １回後 ２回後 
A 準備での活用 
N=13)（
MEAN 9.8 10.8 11.9
SD 2.8 2.4 2.3
B ICTを活用した指導 
=12)N(
MEAN 7.9 10.3 11.3
SD 2.4 2.1 1.5
C ICT活用法の指導 
N( =11)
MEAN 8.7 9.5 10.5
SD 2.3 2.3 2.2
D 発達障害教育での活用 
N=12)（
MEAN 6.4 8.7 10.3
SD 2.4 2.6 2
各項目の下位項目の総計（16点満点）
Table 1　調査回別の ICT 活用指導力得点の推移































B-2，B-3，C-4，D-3は，研修前では P 回答＜ N 回答，
２回後は P 回答＞ N 回答であり，D-4は，研修前では




の A，B，C と，特設項目の D に対して促進的な影響
を与えることができると考えられる。多重比較の結果
から，１回目の研修は全ての項目に対して，２回目は





















画する。」であった。研修前では P 回答＜ N 回答であっ
A「準備での活用」
SS df MS F p η2
個人差 206.410 12 17.201
調査回 30.154 2 15.077 21.914 0.000 0.119
残差 16.513 24 0.688
全体 253.077 38
B「ICTを活用した指導
SS df MS F p η2
個人差 96.972 11 8.816
調査回 74.056 2 37.028 18.825 0.000 0.346
残差 43.278 22 1.967
全体 214.306 35
C「ICT活用法の指導」
SS df MS F p η2
個人差 130.849 10 13.085
調査回 16.546 2 8.273 8.810 0.002 0.100
残差 18.788 20 0.939
全体 166.183 32
D「発達障害教育での活用」
SS df MS F p η2
個人差 117.639 11 10.694
調査回 92.722 2 46.361 16.290 0.000 0.340













































下位項目 統計量 研修前 １回後 ２回後
A-1 教育効果をあげるには，どの場面に，どのようにしてコンピュータやイ
ンターネットなどを利用すればよいか計画する。 
χ2(2) = 8.048, p = 0.018, w = 0.454 P < N n.s. P > N
A-2 授業で使う教材や資料などを集めるために，インターネットや CD-ROMな
どを活用する。 
χ2(2) = 0.000, p = 1.000, w = 0.000
A-3 授業に必要なプリントや提示資料を作成するために，ワープロソフトや
プレゼンテーションソフトを活用する。 
χ2(2) = 2.202, p = 0.333, w = 0.238
A-4 評価を充実させるために，コンピュータやデジタルカメラなどを活用し
て児童生徒の作品・学習状況・成績などを管理し集計する。 
χ2(2) = 0.891, p = 0.640, w = 0.151
B-1 学習に対する児童生徒の興味・関心を高めるために，コンピュータや提
示装置などを活用して資料などを効果的に提示する。 
χ2(2) = 10.050, p = 0.007, w = 0.528 P < N n.s. P > N
B-2 児童生徒一人一人に課題意識をもたせるために，コンピュータや提示装
置などを活用して資料などを効果的に提示する。 
χ2(2) = 10.970, p = 0.004, w = 0.552 P < N n.s. P > N
B-3 わかりやすく説明したり，児童生徒の思考や理解を深めたりするために，
コンピュータや提示装置などを活用して資料などを効果的に提示する。 
χ2(2) = 11.700, p = 0.003, w = 0.570 P < N n.s. P > N
B-4 学習内容をまとめる際に生徒の知識の定着を図るために，コンピュータ
や提示装置などを活用して資料などをわかりやすく提示する。 
χ2(2) = 5.250, p = 0.072, w = 0.382
C-1 児童生徒がコンピュータやインターネットを活用して，情報を収集した
り選択したりできるように指導する。  
χ2(2) = 1.698, p = 0.428, w = 0.227
C-2 児童生徒が自分の考えをワープロソフトで文章にまとめたり，調べた結
果を表計算ソフトで表やグラフにまとめたりすることを指導する。  
χ2(2) = 3.546, p = 0.170, w = 0.328
C-3 児童生徒がコンピュータやプレゼンテーションソフトを活用して，わか
りやすく説明したり効果的に表現したりできるように指導する。 
χ2(2) = 1.777, p = 0.411, w = 0.232
C-4 児童生徒が学習用ソフトやインターネットなどを活用して，繰り返し学
習したり練習したり，知識の定着や技能の習熟を図れるように指導する。
χ2(2) = 9.181, p = 0.010, w = 0.527 P < N n.s. P > N
D-1 児童生徒の実態を把握して，読み書きを中心とする学習上の困難を把握
する。 
χ2(2) = 6.000, p = 0.050, w = 0.408
D-2 実態把握に即して，困難を解消して，公平な学習の機会が得られるよう，
ICT活用を計画する。 
χ2(2) = 2.250, p = 0.325, w = 0.250
D-3 児童生徒の読み書きの困難に即して，ICTの利用環境を設定する。 
χ2(2) = 7.331, p = 0.026, w = 0.451 P < N n.s. P > N
D-4 児童生徒が読み書きの困難を解消するために，ICTを活用できるように
指導する。 
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The Effects of In-service Training of Practical Use of Information and Communication 








the  teachers  of  ordinary  schools  and discussed  its  effects.   The  contents  of  the  training program are 
concerning how to use ICT in education.  The program contains four items of A (practical use of ICT in the 
preparation of classroom teaching), B (teaching using ICT), C (instruction of the use of ICT) and D (Practical 
use of  ICT  for education  for  the developmentally disabled).    Items  from A to C were established by  the 
Ministry of Education, Culture, Science and Technology and  item D contains the contents of education  for 
those with development disabilities  that were set up by the authors Sixteen  teachers participated  in  this 
training workshop.   The effects of  the  training program were discussed based on 14 respondents  to  the 
questionnaires implemented for the workshop for two days.  The questionnaires consisted of four sub-items 
for each item and one sub-item was surveyed using the four-point scale.  The perfect score of each item was 






the  first  training<after  the  second  training,  and  those  in  items B  and C  in  the  order  of  before  the 
training<after the first training.  The first training was centered on the significance of the introduction of ICT 
to education and the general operation method.   The second one was  for  the concrete contents  targeting 
those with developmental disabilities, including its usage for guidance in cases where “reading” and “writing” 
are difficult,  and how  to make  interactive digital  educational materials.   These contents of  the  training 
program appeared as the results of the questionnaires, and it shows that an effective training program was 
developed as expected.
Key word:  special  needs  education,  developmental  disability,  in-service  education,  tablet  and  assistive 
technology
